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1. はじめに

富山県総合教育センターの科学情報部で

は、「授業における ICT 活用に関する調査

研究-学習場面に応じて１人１台端末の活

用を中心として-」という主題・副題で今年

度の調査研究を進めてきた。調査研究協力

校における授業実践に協力させていただき、

協働学習が主体的・対話的で深い学びを目

指す上で有効的であることを理解した。生

徒の発表場面では自身が作成した作品を説

明していたが、聞き手の生徒は、意見や疑問

点を述べることは少なく肯定的で簡素な感

想を述べる様子が見受けられた。生徒同士

が表現や発表をするという協働的な場面に

おいて、論理的な意見を交換することがで

きる授業構造が課題だと考えた。 

2. 研究の背景

新学習指導要領では、「個別の知識や技

能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに

向かう力・人間性等」といった資質・能力を

育成するための「教科・科目」の中に、「地

理総合」が位置づいている。従来の高等学校

における地理教育は知識理解に重点が置か

れてきた。地理歴史科高等学校学習指導要

領（平成 30 年告示）解説によると、従来の

学習の課題として「課題を追究したり解決

したりする活動を取り入れた授業が十分に

行われていない」(p.6)を取り上げ、対する

策として「知識や思考力等を基盤として(中

略)持続可能な社会づくりの観点から地球

規模の諸課題や地域課題を解決しようとす

る態度」(p.6)などの育成を求めている。特

に知識及び技能については、「単に理解して

いるか、できるかだけでなく、それらを生き

て働かせてどう使うか」(p.8)という点が強

く主張されている。「知識理解」から「知識

活用・課題解決」的な学習がより重要視され

るようになっている。 

3. 地図リテラシーとは

リテラシー(literacy)の日本語訳は明確に

定義づけられていない。Oxford English 

Dictionary によると、公教育を通して子ど

もたちに共通に育成される読み書き能力と

して使われ始めた言葉であるという。原義

では読み書き能力だが、日本でリテラシー

という言葉が使われるようになってからは

物事を適切に理解、分析し、改めて記述・表

現できることや、情報を活用する能力、また

情報を応用する能力などといったニュアン

スで捉えられるようになった。ここでは日

本語で表現しきれないため、「リテラシー」

と表現したい。 

日本で最初に使われた「地図リテラシー」

は太田(1988)の「地図を読み書きする能力」

として用いられたことが原点だと考えられ

ている。地図はコミュニケーション手段だ

と述べており、従来の読図中心の地図学習

から作成中心の地図学習への転換を促して

いる。今日では誰もが自由に地図を作成・発

信でき、国土地理院の地理院地図(電子国土

Web)や Google Earth のレイヤー機能など

作成ツールは多岐にわたる。しかし適切な
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読解方法を把握していなければ、不適切な

情報の受信をしたり、さらにその情報を誤

用し発信する懸念がある。実際に、マーク・

モンモニア(1995)は「ひとつの地域につい

てのデータからは何種類もの地図が作成可

能である。１枚の地図は、そのなかのたった

ひとつにすぎない。」と述べており、地図が

常に作成者の主張に偏っていたり混乱を生

じる誤用がされていたりすることを指摘し

ている。また、地図表現の恣意性を踏まえて

メディアとしての地図を活用するには、読

み手にある程度のメディアリテラシーが求

められることを強調している。 

菅谷(2000)はメディアリテラシーを「メ

ディアの特性や社会的な意味を理解し、メ

ディアが送り出す情報を「構成されたもの」

として建設的に「批判」するとともに、自ら

の考えなどをメディアを使って表現し、社

会に向けて効果的にコミュニケーションを

はかることでメディア社会と積極的に付き

合うための総合的な能力」と定義している。

地図に表現されている情報を受け手として

批判的に読み取り、表現・発信する際に第三

者へ伝わりやすい表現方法・発信方法を活

用していくことが地図に対するメディアリ

テラシーではないかと考えられる。

地図リテラシーとメディアリテラシーの

両者の関係について、若林(2021)は地図リ

テラシーがメディアリテラシーと関連する

要素を含んでいるが、それらに包括される

わけでなく、かといって独立なものとして

扱うべきものでもないと述べている。また、

地図の解釈の深さやその妥当性を左右する

重要な要素は、利用者の側でのメディアリ

テラシーであるとも述べている。これは地

図の制作過程を理解・想像し、地図上の描か

れていない地理情報に思いをめぐらすこと

を指している。若林はこれを「地図の行間を

読む」能力としている。主題図では主題が同

じでも縮尺、図法、色彩が異なることで読み

手が受け取る印象が異なる。地図に込めら

れたメッセージ性を地図の読者が批判的に

読み解こうとする姿勢も地図をメディアと

してみた際のメディアリテラシーではない

かと考えられる。 

以上のことから本研究では地図リテラシ

ーを「地図が持つ恣意性を理解して批判的

に地図を読み解き、適切に用途に合わせて

適切に地図表現ができる力」と定義したい。 

4. 研究計画

・～４月 授業モデルの構築

・～９月 実施調査と生徒への導入

・～１１月 効果の分析(質的調査を検討)
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